
JP 4824206 B2 2011.11.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力表示データの階調値と該入力表示データの階調数との比の係数設定値の小数部分のべ
き乗値を記憶する記憶手段と、
前記入力表示データの階調値と該入力表示データの階調数との比の前記係数設定値の整数
部分のべき乗値を演算するとともに、該演算値と前記記憶手段から読み出した値と前記出
力表示データの階調数との乗算値を求める処理手段と、
前記入力表示データのとり得るすべての階調値に対応する前記処理手段の乗算値を格納し
て、前記入力表示データの階調値に対応する前記処理手段の乗算値を読み出すことによっ
て、前記係数設定値に応じて前記入力表示データの階調値を出力表示データの階調値に変
換するテーブル手段とを備えたことを特徴とする表示データ処理回路。
【請求項２】
入力表示データの階調値と該入力表示データの階調数との比の係数設定値の小数部分のべ
き乗値と出力表示データの階調数との乗算値を記憶する記憶手段と、
前記入力表示データの階調値と該入力表示データの階調数との比の前記係数設定値の整数
部分のべき乗値を演算するとともに、該演算値と前記記憶手段から読み出した値との乗算
値を求める処理手段と、
前記入力表示データのとり得るすべての階調値に対応する前記処理手段の乗算値を格納し
て、前記入力表示データの階調値に対応する前記処理手段の乗算値を読み出すことによっ
て、前記係数設定値に応じて前記入力表示データの階調値を出力表示データの階調値に変



(2) JP 4824206 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

換するテーブル手段とを備えたことを特徴とする表示データ処理回路。
【請求項３】
前記係数設定値が任意の固定値であることを特徴とする請求項１又は２記載の表示データ
処理回路。
【請求項４】
前記係数設定値が前記階調値の変化範囲内において可変であることを特徴とする請求項１
又は２記載の表示データ処理回路。
【請求項５】
画素電極を複数行の走査線と複数列のデータ線とに対応して配列してなる液晶パネルに対
して、前記各行の走査線を走査周期ごとに順次走査する走査線駆動手段と、前記液晶パネ
ルの各画素電極のＶ－Ｔ特性に対応する基準階調電圧を発生する基準階調電圧発生手段と
、前記基準階調電圧を用いて表示データの階調値をガンマ補正して信号電圧を発生して、
走査周期ごとに順次各列のデータ線に供給するデータ線駆動手段とを備えた液晶表示装置
であって、
請求項１乃至４のいずれか１記載の表示データ処理回路を備えて、入力表示データを係数
設定値に応じて変換してから入力するように構成されていることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項６】
前記画素電極が走査線方向に順次繰り返して配列された赤，緑，青の画素電極からなり、
前記基準階調電圧発生手段が、赤，緑，青の各列のデータ線の駆動ごとに各色のＶ－Ｔ特
性に対応するそれぞれの基準階調電圧を発生し、前記データ線駆動手段が、前記各色の基
準階調電圧を用いて対応する色の表示データをガンマ補正して信号電圧を発生して、走査
周期ごとに前記各色の画素電極に対応する各列のデータ線に供給するとともに、前記表示
データ処理回路が、入力表示データを各色ごとの係数設定値に応じて変換するように構成
されていることを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置。
【請求項７】
前記表示データ処理回路が、赤，緑，青の各色の入力表示データを、各色の係数設定値に
応じて、順次繰り返し変換して前記データ線駆動手段に対する出力表示データを生成する
ことを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記表示データ処理回路を、赤，緑，青の各色の入力表示データに対応して備え、各色の
係数設定値に応じて、それぞれ変換を行って出力表示データを生成するとともに、生成さ
れた出力表示データを各色ごとに順次選択して前記データ線駆動手段に対する出力表示デ
ータを生成することを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項９】
表示画面上に前記表示データ処理回路に対する係数設定値を入力するためのウィンドウ手
段を備え、該ウィンドウ手段を介して前記係数設定値を変更することによって、表示画面
の画質を任意に変更可能に構成したことを特徴とする請求項５乃至８のいずれか１記載の
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、入力表示データを係数設定値に応じて出力表示データに変換する機能を有す
る、表示データ処理回路及び液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、テレビジョン受像機等における表示装置としては、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）が
一般的であって、放送装置側では、表示用データとしてＣＲＴの輝度特性に応じたガンマ
（γ）特性を持つ表示用データを送信するようにしている。
これに対して、近年、次第に広く用いられるようになった液晶パネルは、ＣＲＴとは異な
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る輝度（又は透過率）特性を有しているので、ＣＲＴに適合したガンマ特性を持つ表示用
データに対応できるようにするためには、入力表示データと出力表示データとの間で、輝
度特性の補償（ガンマ補正）を行う、表示データ処理回路を設けることか必要になる。
表示データ処理回路においては、入力表示データと出力表示データとの関係を示すデータ
をルックアップテーブルに収容して、入力表示データの値に応じてルックアップテーブル
の内容を読み出すことによって、入力表示データの値が変動した場合に、出力表示データ
の追従に遅れが生じないようにする方法がとられている。
【０００３】
図１１は、従来の表示データ処理回路の構成例を示したものである。この従来の表示デー
タ処理回路は、図１１に示すように、処理部１０１と、記憶部１０２と、ルックアップテ
ーブル１０３とから概略構成されている。
処理部１０１は、ＭＰＵ（Micro Processor Unit）（不図示）を有し、ＭＰＵがプログラ
ムに従って動作することによって、ガンマ補正のための係数設定値に対応する表示用デー
タを記憶部１０２から読み出して、ルックアップテーブル１０３のレジスタにセットする
。記憶部１０２は、例えばフラッシュメモリからなり、すべての入力表示データに対応す
るすべての出力表示データを格納している。ルックアップテーブル１０３は、処理部１０
１によって読み出された表示用データを保持し、保持されている表示用データにおける、
入力表示データＸに対応する値を、出力表示データＹとして出力する。
【０００４】
以下、図１１，図１２を参照して、従来の表示データ処理回路の動作を説明する。
図１１に示された表示データ処理回路では、ルックアップテーブル１０３において、次式
（１）に従って、入力表示データＸと、出力表示データＹとの変換を行う。
Ｙ＝（Ｘ／Ａ )＾Ｚ×Ｂ　　　　　　　　　　　　…（１）
ここで、Ｘは入力表示データの階調値、Ｙは出力表示データの階調値、Ｚは小数点以下１
桁までの正数からなる係数設定値（例えばガンマ値）、Ａは入力表示データの階調数、Ｂ
は出力表示データの階調数であり、＾はべき乗の演算を示している。
【０００５】
記憶部１０２は、入力表示データＸと係数設定値Ｚとの、とり得るすべての値に対応する
Ｙ＝（Ｘ／Ａ )＾Ｚ×Ｂの値を、テーブルとして格納している。図１２は、入力表示デー
タＸ＝０～２５５，係数設定値Ｚ＝０～６．３，入力表示データの階調数Ａ＝２５６，出
力表示データの階調数Ｂ＝２５６の場合で、式（１）で求められる出力表示データの階調
値を１桁目で四捨五入した値からなる、記憶部１０２のテーブルの内容を示している。
処理部１０１は、係数設定値Ｚの値に応じて、入力表示データＸのとり得るすべての値に
対応する（Ｘ／Ａ )＾Ｚ×Ｂのデータを記憶部１０２から読み取って、ルックアップテー
ブル１０３に出力する。
ルックアップテーブル１０３は、入力された（Ｘ／Ａ )＾Ｚ×Ｂのデータをレジスタに保
持し、入力表示データＸの入力に応じて、入力表示データＸの値に対応する（Ｘ／Ａ )＾
Ｚ×Ｂの値を読み出して、出力表示データＹとして出力する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
図１１に示された表示データ処理回路では、ルックアップテーブル１０３のレジスタ値を
生成するために必要な（Ｘ／Ａ )＾Ｚ×Ｂの値を、入力表示データＸと係数設定値Ｚとの
すべての値に対応して、記憶部１０２に格納している。
そのため、入力表示データＸの階調値の範囲が広い場合や、係数設定値Ｚのとり得る値の
範囲が広い場合には、記憶部１０２の記憶容量が大きくなり、従って、コストが上昇する
ことを避けられないという問題があった。また、大量の記憶素子を使用するため、消費電
力が増大するという問題があった。
【０００７】
この発明は、上述の事情に鑑みてなされたものであって、入力表示データと出力表示デー
タとの変換を行う際に、入力表示データＸと係数設定値Ｚとの、すべての値に対応する出
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力表示データＹの値を、テーブルとして記憶部に格納する必要がなく、従って記憶部の記
憶容量を削減することが可能な、表示データ処理回路及び液晶表示装置を提供することを
目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、請求項１記載の発明は表示データ処理回路に係り、入力表示デ
ータの階調値と該入力表示データの階調数との比の係数設定値の小数部分のべき乗値を記
憶する記憶手段と、
上記入力表示データの階調値と該入力表示データの階調数との比の上記係数設定値の整数
部分のべき乗値を演算するとともに、該演算値と上記記憶手段から読み出した値と上記出
力表示データの階調数との乗算値を求める処理手段と、
上記入力表示データのとり得るすべての階調値に対応する上記処理手段の乗算値を格納し
て、上記入力表示データの階調値に対応する上記処理手段の乗算値を読み出すことによっ
て、上記係数設定値に応じて上記入力表示データの階調値を出力表示データの階調値に変
換するテーブル手段とを備えたことを特徴としている。
【０００９】
また、請求項２記載の発明は、表示データ処理回路に係り、入力表示データの階調値と該
入力表示データの階調数との比の係数設定値の小数部分のべき乗値と出力表示データの階
調数との乗算値を記憶する記憶手段と、
上記入力表示データの階調値と該入力表示データの階調数との比の上記係数設定値の整数
部分のべき乗値を演算するとともに、該演算値と上記記憶手段から読み出した値との乗算
値を求める処理手段と、
上記入力表示データのとり得るすべての階調値に対応する上記処理手段の乗算値を格納し
て、上記入力表示データの階調値に対応する上記処理手段の乗算値を読み出すことによっ
て、上記係数設定値に応じて上記入力表示データの階調値を出力表示データの階調値に変
換するテーブル手段とを備えたことを特徴としている。
【００１０】
また、請求項３記載の発明は、請求項１又は２記載の表示データ処理回路に係り、上記係
数設定値が任意の固定値であることを特徴としている。
【００１１】
また、請求項４記載の発明は、請求項１又は２記載の表示データ処理回路に係り、上記係
数設定値が上記階調値の変化範囲内において可変であることを特徴としている。
【００１２】
また、請求項５記載の発明は、液晶表示装置に係り、画素電極を複数行の走査線と複数列
のデータ線とに対応して配列してなる液晶パネルに対して、上記各行の走査線を走査周期
ごとに順次走査する走査線駆動手段と、上記液晶パネルの各画素電極のＶ－Ｔ特性に対応
する基準階調電圧を発生する基準階調電圧発生手段と、上記基準階調電圧を用いて表示デ
ータの階調値をガンマ補正して信号電圧を発生して、走査周期ごとに順次各列のデータ線
に供給するデータ線駆動手段とを備えた液晶表示装置であって、
請求項１乃至４のいずれか１記載の表示データ処理回路を備えて、入力表示データを係数
設定値に応じて変換してから入力するように構成されていることを特徴としている。
【００１３】
また、請求項６記載の発明は、請求項５記載の液晶表示装置に係り、上記画素電極が走査
線方向に順次繰り返して配列された赤，緑，青の画素電極からなり、上記基準階調電圧発
生手段が、赤，緑，青の各列のデータ線の駆動ごとに各色のＶ－Ｔ特性に対応するそれぞ
れの基準階調電圧を発生し、上記データ線駆動手段が、上記各色の基準階調電圧を用いて
対応する色の表示データをガンマ補正して信号電圧を発生して、走査周期ごとに上記各色
の画素電極に対応する各列のデータ線に供給するとともに、上記表示データ処理回路が、
入力表示データを各色ごとの係数設定値に応じて変換するように構成されていることを特
徴としている。
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【００１４】
また、請求項７記載の発明は、請求項６記載の液晶表示装置に係り、上記表示データ処理
回路が、赤，緑，青の各色の入力表示データを、各色の係数設定値に応じて、順次繰り返
し変換して上記データ線駆動手段に対する出力表示データを生成することを特徴としてい
る。
【００１５】
また、請求項８記載の発明は、請求項６記載の液晶表示装置に係り、上記表示データ処理
回路を、赤，緑，青の各色の入力表示データに対応して備え、各色の係数設定値に応じて
、それぞれ変換を行って出力表示データを生成するとともに、生成された出力表示データ
を各色ごとに順次選択して上記データ線駆動手段に対する出力表示データを生成すること
を特徴としている。
【００１６】
また、請求項９記載の発明は、請求項５乃至８のいずれか１記載の液晶表示装置に係り、
表示画面上に上記表示データ処理回路に対する係数設定値を入力するためのウィンドウ手
段を備え、該ウィンドウ手段を介して上記係数設定値を変更することによって、表示画面
の画質を任意に変更可能に構成したことを特徴としている。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、この発明の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行う。
◇第１実施例
図１は、この発明の第１実施例である表示データ処理回路の構成を示すブロック図、図２
は、この例の記憶部におけるテーブルの内容を例示する図、図３は、記憶部の値の有効桁
数が１の場合の入力表示データと出力表示データの誤差を示す図、図４は、記憶部の値の
有効桁数が１の場合の入力表示データに対する出力表示データの精度を示す図、図５は、
記憶部の値の有効桁数が３の場合の入力表示データと出力表示データの誤差を示す図、図
６は、記憶部の値の有効桁数が３の場合の入力表示データに対する出力表示データの精度
を示す図である。
【００１８】
この例の表示データ処理回路は、図１に示すように、処理部１と、記憶部２と、ルックア
ップテーブル３とから概略構成されている。
処理部１は、ＭＰＵを有し、ＭＰＵがプログラムに従って動作することによって、係数設
定値Ｚの整数部分によって整数べき乗の計算を行った値と、係数設定値の小数部分につい
て記憶部２から読み出した値と、階調数Ｂとの乗算を行って、演算結果を、ルックアップ
テーブル３のレジスタにセットする。
記憶部２は、例えばフラッシュメモリからなり、係数設定値Ｚの小数部分と入力表示デー
タＸとの、すべての値に対応する演算結果のデータからなるテーブルを格納している。ル
ックアップテーブル３は、処理部１によって求められた、係数設定値Ｚの場合の、すべて
のＸの値に対する演算結果のデータを保持して、入力表示データＸに対応する値を出力表
示データＹとして出力する。
【００１９】
以下、図１乃至図６を参照して、この例の表示データ処理回路の動作を説明する。
図１に示された表示データ処理回路では、ルックアップテーブル３において、前掲の（１
）式に基づいて、入力表示データＸと出力表示データＹとの変換の処理を行うが、この際
、処理部１では、式（１）を次のように変形して、入力表示データＸに対応する出力表示
データＹを求める演算処理を行う。
Ｙ＝（Ｘ／Ａ )Z ・Ｂ
＝（Ｘ／Ａ )a+b ・Ｂ
＝（Ｘ／Ａ )a ・（Ｘ／Ａ )b ・Ｂ　　　　　　…（２）
ここで、ａは係数設定値Ｚの整数部（ａ≧０）、ｂは係数設定値Ｚの小数部（０≦ｂ≦０
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．９；ｂは小数点以下１桁の値）である。なお、Ｘ，Ｙ，Ａ，Ｂは、図１１に示された従
来例の場合と同様である。
【００２０】
処理部１は、プログラムに従って、整数べき乗演算部４において、（Ｘ／Ａ )に対して整
数べき乗の演算を行うことによって、（Ｘ／Ａ )a の値を求めるとともに、記憶部２に予
め格納されている（Ｘ／Ａ )b の値を読み出し、乗算部５において、（Ｘ／Ａ )a の値と
、（Ｘ／Ａ )b の値と、階調数Ｂとの乗算を、同じＸの値ごとに行うことによって、入力
表示データＸのすべての値に対応する表示データ（Ｘ／Ａ )a ・（Ｘ／Ａ )b ・Ｂを整数
値として求めて、ルックアップテーブル３のレジスタ値として出力する。
図２は、記憶部２における、入力表示データＸ＝０～２５５，係数設定値Ｚ＝０～０．９
の場合の、（Ｘ／Ａ )b の値を記述するテーブルの内容を示し、有効桁数３の場合を例示
している。図２に示されるように、記憶部２のテーブルの内容は、図１２に示された従来
例の場合の記憶部１０２のテーブルの内容と比べて、明らかに縮小されている。
ルックアップテーブル３は、そのレジスタに処理部１から出力された表示データを保持し
、入力表示データＸの値に対応する、（Ｘ／Ａ )a ・（Ｘ／Ａ )b ・Ｂの値を、出力表示
データＹとして出力する。
【００２１】
このように、この例の表示データ処理回路では、（Ｘ／Ａ )b の値を記憶部２にテーブル
として持ち、処理部１で演算によって求めた（Ｘ／Ａ )a の値と、記憶部２から読み出し
た（Ｘ／Ａ )b の値と、Ｂの値とを乗算して、出力表示データＹを求めてルックアップテ
ーブル３に格納するようにしている。これは、ＭＰＵによる演算によって、整数べき乗の
演算は容易に行うことができるが、小数べき乗の演算は通常困難なためである。
この場合、記憶部２における（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数によって、出力表示データＹが
理想値との誤差を持つことになる。また、ルックアップテーブル３におけるレジスタ値は
整数であるため、四捨五入や切り捨て等の処理が行われる。
そこで、誤差を少なくして、出力表示データＹの精度を高くするためには、記憶部２にお
ける、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数を増やせばよい。例えば、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁
数を３桁とし、処理部１の演算結果を四捨五入する場合に、係数設定値Ｚの値を０から６
．３の範囲で変化させるものとして検証すると、誤差は１よりも小さい値となる。
【００２２】
ここで、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数による、処理部１の演算結果の誤差について、さら
に詳細に説明する。なお、以下においては、係数設定値Ｚ＝ａ＋ｂ＝２．２，ａ＝２，ｂ
＝０．２、Ａ＝２５６，Ｂ＝２５６の場合について述べる。
図３において、（ａ）は、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数が１の場合の、入力表示データＸ
と、（Ｘ／Ａ )b の値との対応を示し、（ｂ）は、この場合の入力表示データＸと、出力
表示データＹの理想値と演算結果（設定値）、及び理想値と設定値との誤差との関係を示
している。ここで、理想値は（Ｘ／２５６）2.2 で求めた値であり、設定値は、ｂ＝０．
２の場合の記憶部２の値と、（Ｘ／２５６）2 とを掛けて、四捨五入した値である。
また、誤差は、（理想値－設定値）の値であって、図３からその値が１以上であり、従っ
て、１階調値以上の誤差を生じることがわかる。
図４は、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数１の場合の、入力表示データＸと出力表示データＹ
との入出力特性を示したものであって、理想値に対する設定値の精度を示し、誤差が１階
調値以上になる場合があることが示されている。
【００２３】
図５において、（ａ）は、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数が３の場合の、入力表示データＸ
と、（Ｘ／Ａ )b の値との対応を示し、（ｂ）は、この場合の入力表示データＸと、出力
表示データＹの理想値と演算結果（設定値）、及び理想値と設定値との誤差との関係を示
している。ここで、理想値は（Ｘ／２５６）2.2 で求めた値であり、設定値は、ｂ＝０．
２の場合の記憶部２の値と、（Ｘ／２５６）2 とを掛けて、四捨五入した値である。
また、誤差は、（理想値－設定値）の値であって、図５からその値が１以下であり、従っ
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て、誤差が１階調値以内であることがわかる。
図６は、（Ｘ／Ａ )b の値の有効桁数３の場合の、入力表示データＸと出力表示データＹ
との入出力特性を示したものであって、理想値に対する設定値の精度を示し、誤差が１階
調値以内であることが示されている。
【００２４】
このように、この例の表示データ処理回路によれば、係数設定値による入力表示データと
出力表示データとのデータ変換処理を、少ない記憶容量の記憶部を用いて、高い精度で行
うことができる。
【００２５】
◇第２実施例
図７は、この発明の第２実施例である液晶表示装置の構成例を示すブロック図、図８は、
この例の場合の表示データ処理回路における入力表示データと出力表示データとの対応の
一例を示す図、図９は、この例の場合の表示データ処理回路における入力表示データと出
力表示データとの対応の他の例を示す図、図１０は、この例における画質調整用表示画面
の例を示す図である。
この例の液晶表示装置は、図７に示すように、表示データ処理回路１１と、表示制御部１
２と、スキャンドライバ１３と、データドライバ１４と、液晶パネル１５と、基準階調電
圧発生回路１６とから概略構成されている。
【００２６】
表示データ処理回路１１は、図１に示された実施例の場合と同様の構成を有し、画像信号
発生部（不図示）から時分割的に入力される、赤（Ｒ）, 緑（Ｇ）, 青（Ｂ）の入力画像
データＤRi，ＤGi，ＤBiに対して、順次、対応する係数設定値Ｚによってガンマ補正の処
理を行って、赤, 緑, 青の出力画像データＤR ，ＤG , ＤB を出力する。表示制御部１２
は、水平同期信号ＳH , 垂直同期信号ＳV 及びクロック信号ＣＬＫに応じて、スキャンド
ライバ１３に走査信号を制御するためのスキャンクロックＳＣＫを出力し、データドライ
バ１４にデータ出力を制御するためのデータクロックＤＣＫを出力するとともに、赤, 緑
, 青の出力画像データＤr ，Ｄg , Ｄb を、順次繰り返して出力する。
スキャンドライバ１３は、スキャンクロックＳＣＫに同期して、液晶パネル１５の行方向
に設けられた複数の走査線に順次、走査信号を出力する。データドライバ１４は、表示色
ごとに、基準階調電圧発生回路１６からの基準階調電圧に基づいて、表示データ処理回路
１１からの階調値を示す出力画像データＤr ，Ｄg , Ｄb に応じて、ガンマ補正された各
色の出力電圧を発生し、データクロックＤＣＫに同期して、液晶パネル１５の列方向に設
けられた各色のデータ線に順次供給する。
【００２７】
液晶パネル１５は、各走査線とデータ線の交点ごとに、赤, 緑, 青の画素電極を、例えば
走査線方向に順次、繰り返して配列されている。そして、赤, 緑, 青の１組の画素電極に
よってカラーの１画素を構成し、このような画素が、行方向と列方向にマトリクス状に配
列されて、カラーの１画面を形成している。各画素電極は、対応するデータ線との間に接
続されたＴＦＴ（Thin Film Transistor）のゲートが、走査線の走査信号によってオンに
制御されたとき、それぞれのデータ線の信号レベルに応じて発光することによって、液晶
パネルの画像表示が行われるようになっている。
基準階調電圧発生回路１６は、データ線の信号電圧を生成するための基準階調電圧を発生
して、データドライバ２４に供給する。基準階調電圧は、通常、複数の階調値範囲に対応
して複数の異なる値が与えられる。
【００２８】
以下、図７乃至図１０を参照して、この例の液晶表示装置の動作を説明する。
図７に示された液晶表示装置において、例えば列方向に６４０画素を配列し、行方向に４
８０画素を配列した液晶パネル１５に対して、表示制御部１２から、同期データに応じて
、スキャンドライバ１３にスキャンクロックＳＣＫを出力し、データドライバ１４にデー
タクロックＤＣＫを出力する。
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これによって、スキャンドライバ１３では、スキャンクロックＳＣＫごとに、１フィール
ドの画面を形成する各走査線に対して走査信号を順次出力するので、各走査線に接続され
たＴＦＴがオンになって、その走査線に接続された各画素電極にそれぞれのデータ線から
信号電圧が供給される状態となる。
また、データドライバ１４では、表示制御部１２からの、赤，緑，青の各色の画像データ
Ｄr ，Ｄg , Ｄb に対して、基準階調電圧発生回路２６からの基準階調電圧を用いて、液
晶パネル１５における信号電圧Ｖ－輝度（透過率）Ｔ特性が、所望のガンマ値になるよう
に補正を行った信号電圧を生成して、それぞれのデータ線に出力することによって、各画
素電極が所要の輝度（透過率）で発光して画像表示が行われる。
【００２９】
この際、表示データ処理回路１１では、ルックアップテーブル３によって、入力された各
色の入力画像データに対して、順次、各色に対応する係数設定値Ｚによってガンマ補正の
処理を行って、各色の出力画像データを生成して、表示制御部１２に供給することによっ
て、液晶パネル１５において、そのＶ－Ｔ特性に適合した画質の画像表示を行わせること
ができる。
この場合の入力表示データと出力表示データとの対応関係は、係数設定値の与えかたによ
って異なり、これによって、表示される画像の画質が変化する。
【００３０】
図８は、ルックアップテーブル３における、係数設定値Ｚに基づく入力表示データＸと出
力表示データＹとの対応の一例を示したものであって、係数設定値Ｚが固定の場合を示し
ている。
図８において、点線はＺ＝０．５の場合、実線はＺ＝１の場合、一点鎖線はＺ＝２．５の
場合をそれぞれ示している。
このような、係数設定値Ｚを固定とする画質調整方法は、入力表示データの輝度（透過率
）の大小にかかわらず、入力表示データの画質に対して、出力表示データの画質を常に一
定の割合で変化させたいような場合に適している。
【００３１】
また、図９は、ルックアップテーブルにおける、係数設定値Ｚに基づく入力表示データＸ
と出力表示データＹとの対応の他の例を示したものであって、係数設定値Ｚが可変の場合
を示している。
図９においては、実線で示すＺ＝１固定の場合と対比して、破線によって、入力表示デー
タの階調値が１付近ではＺ＝０．５であり、入力表示データの階調値が６３付近ではＺ＝
２．５であり、入力表示データが中間の階調値ではＺ＝１となる場合の出力表示データを
例示している。
このような、係数設定値Ｚを可変とする画質調整方法は、入力表示データの輝度（透過率
）が小さい場合と大きい場合とで、画質を変化させる程度を変えたいような場合に適して
いる。
【００３２】
図１０は、この例の液晶表示装置における画質調整用表示画面の例を示したものであって
、液晶表示装置における画質調整方法の一例を示している。
この例は、ＯＳＤ（On Screen Display ）方式による画質調整用表示画面を示し、パソコ
ン用のモニタを構成する液晶表示装置における、通常の表示画面２１の一部に画質設定ウ
ィンドウ２２を設け、キーパッドや赤外線を利用したリモートコントローラ等の入力装置
を用いて、画質設定ウィンドウ２２内において、係数設定値（ガンマ値）を所定位置に数
値によって設定したり、又は係数設定値の目盛りを指定したりすることによって、係数設
定値を固定的に指示することができる。
また、画質設定ウィンドウ２２内において、入力階調値の複数の範囲ごとに異なる係数設
定値を指定するように構成して、係数設定値を可変にすることも可能である。
これらの場合、モニタ側の読み取り回路が、設定された係数設定値を読み取って、表示デ
ータ処理回路１１に係数設定値を指示し、表示データ処理回路１１が、指示された係数設
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定値に応じて入力表示データと出力表示データとの変換を行うことによって、ユーザは、
液晶パネルの表示画面を好みの画質に調整することができる。
【００３３】
このように、この例の液晶表示装置によれば、係数設定値による入力表示データと出力表
示データとのデータ変換処理を、少ない記憶容量の記憶部を用いて、高い精度で行うこと
ができるとともに、外部から係数設定値を指定して画質を変更することによって、より好
適な画像表示を行わせることもできる。
【００３４】
以上、この発明の実施例を図面により詳述してきたが、具体的な構成はこの実施例に限ら
れたものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等があってもこの発明
に含まれる。例えば、第１実施例の場合に、表示データ処理回路の処理部１で（×Ｂ）の
演算を行う代わりに、記憶部２に、入力表示データＸのすべての値に対応する（Ｘ／Ａ )
＾Ｚ×Ｂのデータを格納しておいて、処理部１が、係数設定値Ｚの値に応じて、（Ｘ／Ａ
 )＾Ｚ×Ｂのデータを読み出してルックアップテーブル３に書き込むようにしてもよい。
また、第２実施例の液晶表示装置において、表示データ処理回路を３組設けて、赤，緑，
青の各色の表示データの処理を並列に行い、表示制御部１２において、各色の出力を順次
切り替えてデータドライバ２４に供給するようにしてもよい。
【００３５】
【発明の効果】
以上、説明したように、この発明の表示データ処理回路及び液晶表示装置によれば、係数
設定値に応じて、入力表示データから出力表示データに変換する際に、係数設定値の整数
部分に対応するデータは処理部がべき乗の演算処理を行って生成するとともに、係数設定
値の小数部分に対応するデータのみを予め記憶部に記憶させておいて、演算処理して生成
したデータと記憶部から読み出したデータとを乗算して得た結果によって、入力表示デー
タに対応する出力表示データを得るようにしたので、係数設定値によって入力表示データ
と出力表示データとのデータ変換を行う処理を、少ない記憶容量の記憶部を用いて、高い
精度で行うことができ、これによって、記憶部の消費電力を低減することができる。
さらに、この発明の表示データ処理回路を適用した液晶表示装置によれば、外部から係数
設定値を指定して任意に画質を変更することができるので、ユーザの好みに合わせた、よ
り好適な画像表示を行わせることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例である表示データ処理回路の構成を示すブロック図である。
【図２】本実施例の記憶部におけるテーブルの内容を例示する図である。
【図３】記憶部の値の有効桁数が１の場合の入力表示データと出力表示データの誤差を示
す図である。
【図４】記憶部の値の有効桁数が１の場合の入力表示データに対する出力表示データの精
度を示す図である。
【図５】記憶部の値の有効桁数が３の場合の入力表示データと出力表示データの誤差を示
す図である。
【図６】記憶部の値の有効桁数が３の場合の入力表示データに対する出力表示データの精
度を示す図である。
【図７】本発明の第２実施例である液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図８】本実施例の場合の表示データ処理回路における入力表示データと出力表示データ
との対応の一例を示す図である。
【図９】本実施例の場合の表示データ処理回路における入力表示データと出力表示データ
との対応の他の例を示す図である。
【図１０】本実施例における画質調整用表示画面の例を示す図である。
【図１１】従来の表示データ処理回路の構成例を示す図である。
【図１２】従来例の場合の記憶部におけるテーブルの内容を例示する図である。
【符号の説明】
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１　　　処理部（処理手段）
２　　　記憶部（記憶手段）
３　　　ルックアップテーブル（テーブル手段）
４　　　整数べき乗演算部
５　　　乗算部
１１　　　表示データ処理回路
１２　　　表示制御部
１３　　　スキャンドライバ（走査線駆動手段）
１４　　　データドライバ（データ線駆動手段）
１５　　　液晶パネル
１６　　　基準階調電圧発生回路（基準階調電圧発生手段）
２１　　　表示画面
２２　　　画質設定ウィンドウ（ウィンドウ手段）

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：在根据系数设定值转换输入显示数据和输出显示数据时，减小用于存储转换数据的存储单元的容量。 一种显示数据
处理电路所公开包括存储输入显示数据的灰度的数量和输入的显示数据的灰度值之比的系数的设定值的小数部分的指数值的存储单
元2中，输入以及计算所述输入的显示数据的灰度的数量和显示数据，从存储部2读出的输出的显示数据所计算的值和值的灰度的灰
度值之比的系数设定值的整数部分的功率值处理单元1的乘法值对应于输入显示数据的所有可能的色调值，并存储与输入的显示数
据的色调值对应的处理单元1的乘积值通过读取乘积值，和用于根据系数设定值转换输入的显示数据的输出的显示数据的灰度值的
灰度值的查找表3。
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